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なぜこの提案にしたか

高校生はイオンをよく利用するが下川に魅力を感じない

下川をもっと活用したい︕︕

もったいない︕︕
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Bioを加東市の中心として
川を綺麗にして人を集めたい

①雑草を無くす仕組みを考える

②どんな花を植えるかを考える

③人が集まるお洒落な場所を考える

現状･･･毎年2回草を刈って
いるが、維持出来ていない

雑草がすごく川として機能していない

人が集まりにくい環境になっている



3

原因･･･雑草が多い・人手が足りない
道が狭い・手入れが間にあわない

解決策①
ボランティアをする。

（雑草抜きなどの清掃活動）
社高校
加東市内の小中学生
地域のみなさん
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解決策②
季節にあった花を植えてイン
スタ映えするような場を作る

秋 冬コスモス ビオラパンジー
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花植えの方法
提案1花植えのボランティア

ボランティア等で花植えの指導をし
てもらい
地域のみんなで花植えをする活動

花植え

提案2 halK、イオンとの連携

下川の近くのhalK、イオンで商品を買った人に花を渡して、植えても
らう。
植えてくれたら割引券や商品券をあげる

みんなが参加できる&Bioでの買い物が増える
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問題点 お花のお金はどうするか

提案3 bioで花ごとに募金を行う

たくさんの候補の花の募金箱を置き、
Bioの募金と一緒にしてもらう

花植え

提案4 提案したものを住民（利用者）に選んでもらう

投票用紙に記入してもらい、
投票数の多いものを採用する。
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解決策③
光るおしゃれなベンチにする

現在のベンチ

こんなベンチにしたい︕
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姫路で見つけました

高校生の帰宅時間に合わせてライト
アップを行い、
短時間点灯にする。
（LEDを活用する）
(例) 6:00〜7:00 など
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予測効果
社高生と連携することでPRになる

人が近寄りやすくなり地元の人の交流の場になる

加東市の中心となる




